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家震の生殖巣の後生に関する研究
1・生殖細胞の分・化の位置並に時期に就いて

Sもudieson the deYelopment of .gonad of the silkworm, Bombyx mO?・i L. 

I. On the region and period 0£ differentiation of germ cells. 

宮 慶 良E
Keiichiro 班iya

北海道大事農畢部養震墜教室

昆最卵の生殖細胞の分化に闘しでは，今迄に多〈の研究がある。しかしその分化の時期及位置は，昆最

の種類により大なる相違がある。分化の最も早い双麹類では，匪盤形成前に後極に於て極細胞として分化する

が，遅い昆轟では体腔が形成されてから体細胞と直別出来るものもある。鱗麹類で；の時期の最も早いものは

EuYanessaくWoodworth, 1889）で， H£盤~成時，後極に於て大~細胞として分化し， Endromis くSchwangart,

1905), EphestiaくSehl, 1931) , Solenobiaく工刷ltenscblager,1932) , Bombys C川口及官， 1943）に於

ては，陸軍基形成直後，未だ下医薬が分化しない前に，医原基の後宇都の一定部位に於て，之から分離して来

る事が確められ・て居る。

Seidel Cl924）の見解によれば， 1二記の如き生殖細胞の分化時期及位置の種的間違｛t，結局生殖細胞が

形態的に何時体細胞と識別し得るかによるものであって，生理拘分化の時期は何れもかなり平期であらうと云

ふ。

亦 Seidelは昆最卵の決定の問題に閑静して，生殖細胞の生理的分化の時期は，決定型卵では肝盤形成

・前に，非決定型卵では陸盤形成後に起ると述べて居る。高見（1942,47）によれば，家彊卵に於て肝盤形成前

の部分焼灼に於てさへも部分路を生ずる故，之等の勲から家謹卵に於ても早期に生殖細胞の分化が行はれるも

のと考へられる。

この賓験は上記の見解に基き，生殖細胞の生理的分化の時期及その際の位置を決定するために行はれた

ものである。

本文に入るに先立ち，この研究を命ぜられ， ll懇切なる御指導を賜った思師Jll口数智に鈎し，深厚なる

感謝を捧げる。

材料及方法： 材料には形讃，白繭の越年卵を使用し，卵原形質の一部破壊の方法とし

ては，熱針による部分焼灼法を用いた。焼灼の時期は分割核分散期前（産卵後約4時間），及脹

盤形成期直前（産卵後約10時的の二種で，焼灼卵は産卵7日後に Carnoy液にて同定し，切

片に丈観察した。倫損傷度の表示は後極からの長径の百分率によワた。

正常任に於ける生殖細胞出現部位

鼠遠の如く，家露経子に於ける生殖細胞の形態的分化の時期は，匹、原基が座獲から介化

し，未だ下廃業を生じない時期であP，任原基の後半期iの一定部位に一群の梢大型な細胞とし
て出現して来る。との時期は産卵後16時間前後に相営ナる。との生殖細胞群の位置的関係を後

掛からの百分率で表示すると，第1表の如くである。

第 1表に示す如く，生殖細胞が初めて出現して来る営時の存在位置は大約30%から約 8

.%'K及び，その数は12内外である。

費験結果： 家主霊卵の後極を焼灼すると，傷害の程度により佐子の欠損にも亦積々の差

異が生やる。との際の領傷度及とれに!!ff;す；：Q膝子の欠損環節数，生殖細胞の総数及各環節への

分布を示したものが銘2表，第3表である。第2表は産卯後4時間，第3表は10時間後に後極を
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第 1表

生殖細胞の存在位置 ｜生殖細胞
伍子番披｜ : 「一一一一｜

後縁｜前線｜範圏｜の総数
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第 1圃

窟卵後4時間後に後極を焼灼して生じた部分医の
末端部
ecd.：外肝葉 i.l.：中医薬 n.g仏：正常生殖細胞
!l.gc.：小型生殖細胞
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焼灼した場合を示す。 (38, 48等は腹部環節の番競を示す〉

以上の第I，第2，第3表を比較した際に生殖細胞存在部位の相似性が認められる。即ち

正常症に於ける出現時の生殖細胞の存在範園は約8%，生時間；廃匹卵では損傷度18%から25%

迄の略7%,10時間の場合陀は， 23%から30%迄の略 7%の範閣が生殖細胞の存在範圏である

と推定される。勿論焼灼の性質上，との損傷度は厳密な分化位置を示ナものではないが，上記

の事賞から，生殖細胞の分化位置は強め決定されて居ると考へて支障ないものであらう。亦若し

双麹類の如く，生殖細胞が後極に於て分化し，その後内方に移動して来る分化形式を取るものた
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bぽ.Dro対ophila,Musca陀於て報告された如くくReiもh,1925, Howland & Robertson, 1934), 

後極焼灼の場合，生殖細胞が欠除するか，又は之に異常を生十、る筈であるJしかし家憲卵に於

ては傷害が或程度以上大でない限り（生時間焼灼の際は25%以上， 10時間焼灼の時は30%以上〕

生殖細胞は必や存在する。従て家護卵に於ては，後；極に生殖細胞への分・化を誘起する特殊な極

原形質が存在するものでもたく．，亦生濯話回胞が後極或はその附近で介化し，後に腹側の定位置

に移動して来るものでは友いと思ばれる。家震と同様注生殖細胞の形態的分化を示すEphestia

Solenobiaに於ても同様な分化形式をと取るものと推定される。 Euva.nessaの匹盤形成時後極に

於て生殖細胞が分化して来ると云う報告は，再検討の必要があらう。

第 2表の1,.2は背側を軽く焼灼した例であ

るが，との際の匹子形成は正常であD，亦生殖細

胞にも異常は認められない。第2表及第3表を比

較した場合，同一損傷度に於て，前者の万が後者

よりも大友る環節欠損を示す原因に就ては尚不明

である。しかし前者の場合，直接焼灼の被害ぞ受け

るのは卵原形質のみであるに反し，後者は核の

一部も共に害を受ける。従て生じた部分妊の末端

部に形態的差異のあるのは営然で， 4時間；境灼の

JJf子は末端部が匙扶陀膨大して居る場合が多い。

ヨたに生殖細胞に闘する雨者の差異は，数及

形態に闘する相違である。 10時間焼灼の経子に於

ては損傷度が大となるに従ひ，即ち欠損瑛包＇ j数が 第 2圃

多くなると，生殖細胞数は漸減ナる｛頃向を示す陀 差卵後to時間後に後極を露号拘して生じ
末端部

反し~ 4時間焼灼の場合は極めて不定で，非常に ecd.：外匪葉 1心中座薬 n.g。：1E常生殖細胞

多数存在する場合もある。斯の如く生殖細胞が多 d.gc.：退化生殖細胞

数存在する経子に於ては，その核？大さに大小がある。正常膝子では生殖細胞は出現時より反

事事期以後の増殖開始期迄は決して分裂を行はないため，その核の大さは略一定である。上詑の

ま日き部分匹の！］、核を有する生殖細胞（克も之等は体細胞核より大である〉は熱による卵原形質

の費性のために分裂を誘起されたものであD，その結果大さと数に異常を生じたものであらラ。

との例を第1固に示す。

更に爾者間の著しい相違は， IO時間焼灼の経子に於ける退化生殖細胞の存在でるる。即

ち傷害が或程度大とたD，生殖細胞の存在すべき範固に及ぶと，多くの場合大形のJ核膜の薄

く絢不規則陀取ワアヒ核i:J＞見られる。その染色質は大怒る粒紙をたし，亦生殖細胞の特徴のーで

ある明瞭なる仁を欠除して居る。との例を第2闘に示す。之に反し， 4時間焼灼の経子及10時

間焼灼の座子中損傷が小か又は極度に大怒る場合には前記の如き退化生殖細胞は見られない。

以上の事賓から産卵後IO時間の卵に於ては既に生殖細胞が分化して居る事，即ち分割j核

が周遊の原形質屠に入札未だJffi盤が形成されない時期に銃に生殖細胞の生理的分化が行はれ

るもと推定される。

摘要

t. 家霞卵に於て生殖細胞が初めて形態的に分化して来る時期の．距乎及窪卵後4時間， 10時間に後極を焼灼し
て生じた部分匪の生殖細胞の献態の比較から，生殖胞細が分化して来る位置が略々一定である事が知られ
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る。

2. この位置は後極叉はその附近ではなく，腹側の一定都位， l3Pち将来生殖細胞が形態的に出現して来る部分

伊 ‘の近くに存在する。

〆

3. 生殖櫛胞の生理的分化の時期は臨盤形成直前，換言すれば分割核が周謹原形質暦に到達した時期であると

考へられる。

舟木研究は文部省科皐研究費の 1部に依った。
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Resume 

By means of cauterizing the po日teriorpole of eggs of the silkworm with a hot n~dle 

at the early stage of cleavage (4 hrs. after egg-laying), and just before the blas.toderm-for-

mat ionくIOhrs. after egg-laying) the writer got the partial embryos and examined the relation 

between the amonnt of destruction ~nd the existence, region, number and form of germ cells 

of these partial embryos. It was assu皿edin such embryos th~t the region where the germ 

cell a differentiate was definite, and that the germ cells do not differentiate at or near the 

posterior pole, but near the presumptive region of the ventral side of eggs. 

In the eggs which were cauterized 10 hrs. after laying, the degeneration was found in a 

part of germ cells, or in all of them when the destruction by cauterization reached the 

presumptive region of germ cell e・Fromthis fact it is highly probnble tbat the 

physiological differentiation.. of germ cells in the silkworm is performed just before the 

blastoderzn-formation, that is, when the cl€avaging nuclei reach the periplasm of eggs. 
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